
新宿で、立ちあがる、走りだす、はばたく。
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　高田馬場創業支援センターでは、10月～11月にかけて
「会社設立」「実店舗のためのWebを使った集客」「融資を
受けるための創業計画書の書き方」をテーマにした創業
セミナーを開催します。

　「会社設立」と「Web集客」のセミナーは前年度も好評
だったセミナーです。これから創業を考えている方や、
創業間もない方にもわかりやすく、実践的な知識を解説
します。
　「創業計画書の書き方」は区と区内金融機関による「新
宿区中小企業支援ネットワーク会議」との共催で行いま
す。レクチャーだけでなく、金融機関職員がファシリテー
ションを行うワークショップも実施し、ご自身の創業計
画書をブラッシュアップできる内容となっています。

　いずれのセミナーも先着順の受付ですので、興味を持
たれた方は当センターWebサイトにて詳細をご確認の上
でお早めにお申込下さい。

　高田馬場創業支援センターは、新宿区内でこれから創業を目指す方、創業されて間もない方を対象とした、10席の
フリーアドレスのシェアオフィスを中心としたインキュベーションオフィス（シェアオフィス）です。年末年始を除
く毎日8:30から24:00まで利用できる他、登記住所としてもお使い頂けます（利用期間中のみ）。
　今年度第三期、12月1日からの利用者募集期間は、10月2日（月）～10月31日（火）です。この期間内に

① センターを見学して、利用方法などについて説明を受ける（事前予約制）
② 新宿区産業振興課への事業計画書の提出と利用申請

を行う必要があります。また、申請者が多数の場合は面接を実施し、利用者を決定します。
　詳細は当センターWebサイトをご確認ください。

10月～12月に創業セミナー・創業スクールを開催しますNEWSNEWS

施設内容・利用申請に関する詳細はこちら
https://incu.shinjuku-center.jp/usage

高田馬場創業支援センター 令和5年度第三期利用者募集のお知らせNEWSNEWS

【利用料】　　　　 シェアオフィス：月額1万円
　　　　　　　　個室オフィス：月額3万円
　　　　　　　　　　  　※個室オフィスは2室。満室の場合はご利用頂けません。

　　　　　　　　コピー・プリント出力料：別途（利用分）
【利用承認期間】　  利用承認日（12月1日）から6ヶ月
　　　　　　　　　　  　※区長が必要と認めたときは、3回までの利用更新を可とし、
　　　　　　　　　　　  　最長2年間の利用を限度とします。

　11月～12月にかけては、新宿区の特定創業支援等事業である創業スクール
「Practice Fields（プラクティス・フィールズ）」を開催します。
　実務経験が豊富な創業者などをお招きしたトークセッションを中心に、事
業立ち上げに何が必要かを習得出来る全4回のプログラムです。全日受講す
ることで産業競争力強化法の規定により「登録免許税の軽減」などの優遇措置
を受けることができます。

　少人数での実施になりますので、応募者多数の場合は抽選を行う場合があ
ります。申込方法や講師詳細はWebサイトにてご確認下さい。

10/8（日） 14:00～ 17:00

知っておきたい
「はじめての会社設立」

11/5（日） 14:30～ 17:30

小さなお店
（実店舗）

のための
Web集客セミナー

11/16（木） 18:30～ 21:00

融資につなげる
創業計画書の作り方

金融機関の

担当者に聞ける！

各セミナー・スクールの詳細はイベントページをチェック！
https://incu.shinjuku-center.jp/category/seminar

プラクティス ・ フィールズ プラクティス ・ フィールズ 

11/12・11/19・11/26・12/3（日） 
15:00～ 17:00



　現在利用者を募集しています。ご利用にあたっては、必ず当センターの
見学・利用相談を受けてください。
　そのうえで、必要書類をご提出いただき、事業計画の具体性、実現可能性
等を審査し、承認された方に限りご利用いただけます。
詳細については当センターWebページ等でご確認ください。
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　公務員や準公務員でなければ、まずは起業を意識して副業してみるといいです。副業だと一日2～3時間と短時間
しか取れないと思いますが、事業所得を得る感覚を身につけて、生活費分程度稼げるのであれば起業への自信もつ
くと思います。あとは「目指してる」だけではいつまでも起業出来ないので、踏ん切りは大事だと思います。

創業を目指している方にメッセージをお願いします。

　現在早稲田に住んでいて新宿も近く、学生の頃から今でもずっとこの近辺で呑んだりしていたということもあり、
いろんな人がステータス関係なく交流出来るこの街が好きで選びました。
　センターは特定創業支援等事業を調べていて、対象になっている創業スクールから知りました。優遇措置だけなら
ばスクールだけでもよかったんですが、家から近く、登記も出来るし、交流してビジネスも発展するので入居しました。

　そもそも日本の教育が会社員を育てるような仕組みになっているので、自分のマインドブロックを壊すのに多少
なりとも時間がかかったと思います。いきなり独立をして売り上げが0で、経費だけかかって…というのが怖く、会
社員時代に副業を始めました。そこで自信をつけたのが大きいと思います。
　また、最初は軽い感じで友達となんとなく始めたのですが、うまくいかず3ヶ月位で解散することになりました。
その時に業務の仕組み化や会社のビジョンの共有は時間をかけてやらないといけないと学びました。
創業に新宿区を選んだ理由を教えてください。

創業する際に大変だったことは何ですか？

　両親が会社員として朝から夜遅くまでずっと働いているのを見ていて、自分はも
うちょっと自由に働きたいから起業したいという思いが漠然とありました。大学に
入って会計士のことを知り、様々な会社を見ることができて、税金や経営学も試験科
目にあって一通り学べるので、自分がいつか起業する時にも役立つだろうと勉強を
して資格を取得しました。
　会計士として独立するには3年の実務経験が必須なため、1年目は大手、残りの2年
を準大手の監査法人に勤めました。実務経験の少なさを不安に思われる方もいます
が、経験豊富な税理士さんを雇えば解決しますし、経営者が全てできる必要はないと
考えています。労務、法務についても他の士業の方の力を借りているので、税務に関してもより詳しい人の力を借り
てもいいと思っています。起業は3年目と決めて26歳の時にしました。自分一人の個人事務所ではなく、チームで動
くというが今のスタイルになっています。

　20代～30代の創業期の方を中心とした税務業務がメインです。他社との違いは税
理士の料金で弁護士や社労士にも質問できるようにしています。10人以下の会社だ
と社労士さんや弁護士さんがついていないところが殆どですが、人を雇う時の手続
きや契約書を作る時には必要になります。その時に個別に頼むと高くなるので、当
社でまとめて質問を受けて、回答するというサービスです。他にもマーケティング
的なアドバイスといった、税務以上のコンサルのようなこともしています。
　チャットやオンライン会議・クラウドを活用して、若い人向けの運用をしていて、
全国の顧客とスムーズなやりとりをしています。
創業しようと決めたきっかけは何ですか？

現在の事業内容について教えてください。

大手監査法人、準大手監査法人で上
場企業を中心に、IPO準備会社、金融
機関、公益法人など様々な企業の会
計税務に関与。
3年間の実務経験を得て、26歳と1日
で独立。
現在は士業のワンストップサービ
ス、若い世代が利用しやすいことが
特徴の税理士事務所・コンサル会社
を運営。

株式会社GIVER
代表取締役   佐久間 元気さん

利用者インタビュー：株式会社GIVER　代表取締役  佐久間 元気さんVOICEVOICE
自分が士のようなスペシャリストを目指すのではなく、
スペシャリストを集めて課題を解決する事務所を目指したい。

サムライ


